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一般会計予算186億円
　平成18年度の御前崎市の予算が市議会２月定例会で承認されました。

　一般会計当初予算は歳入、歳出ともに186億円です。今年度は、健康、

福祉、教育の充実や災害に強い安心・安全なまちづくりなどソフト事業に

重点をおいた予算編成となりました。また、特別会計等（病院・水道・国

民健康保険・下水道事業など）の総額は、151億2,122万円となり、これら

を合わせた市の予算総額は、337億2,122万円となりました。

健康・福祉・教育・防災などを重点に

　月日が経つのも早いもので、御前崎市が誕生して３年

目を迎えました。合併以来、市民の融和を推進し、地域

の均衡ある発展と福祉の充実を図ってまいりました。

　本年度も「開かれた市政」の実現を基本として、市民

一人ひとりが積極的に市政に参加していただき、総合計

画の基本理念であります「自立と市民協働」によるまち

づくりの実現に全力で取り組んでまいる所存です。

御前崎市長 石 原 茂 雄
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市税
108億3,054万円
58.2％

繰入金　2億1,260万2千円　1.1%繰越金　4億円　2.2%

分担金及び負担金
1億2,996万1千円　0.7%

その他
8億4,713万7千円　4.6％

国・県支出金
39億7,216万円　21.4％

地方譲与税及び交付金
21億2,600万円　11.4%

市債　8,160万円　0.4％
自主財源　66.8％

依存財源　33.2％

平成18年度　当 初 予 算

議会費　1億3,252万4千円　0.7%

総務費
36億3,130万3千円
19.4％

民生費
27億5,645万2千円
14.8％

衛生費
33億2,673万1千円
17.9％

労働費　680万1千円　0.0%農林水産業費　11億2,681万8千円　6.1%

商工費　3億4,490万円　1.9%

土木費
27億9,669万4千円
15.0％

消防費
12億4,388万8千円　6.7%

教育費
25億4,061万2千円
13.7％

公債費
5億7,177万7千円　3.1%

その他　1億2,150万円　0.7%
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平成18年度の主な事業
議 会 費 1億3,252万4千円

議会費…………………………… 1億3,252万4千円

総 務 費 36億3,130万3千円

庁舎維持管理事業…………………… 5,704万5千円

行政情報化推進事業…………… 1億8,514万5千円

地域情報化推進事業…………… 3億2,121万6千円

民 生 費 27億5,645万2千円

知的障害者支援費…………………… 1億6,740万円

児童福祉扶助事業……………… 2億8,621万2千円

民間保育園運営事業…………… 1億3,263万2千円

労 働 費 680万1千円

労働対策事業………………………… 0680万1千円

衛 生 費 33億2,673万1千円

乳幼児医療助成事業…………………… 8,312万円

地域保健対策事業…………………… 8,551万3千円

清掃事業………………………… 7億1,212万8千円

し尿処理施設運営事業………… 1億3,309万2千円

農林水産業費 11億2,681万8千円

畑作振興事業………………………… 1,652万5千円

農業用水路整備事業……………… 1億899万5千円

土地改良事業費………………… 3億2,923万5千円

商 工 費 3億4,490万円

商工業振興事業……………………… 4,595万3千円

企業誘致事業…………………… 1億1,012万1千円

観光支援事業………………………… 6,467万2千円

土 木 費 27億9,669万4千円

道路橋梁改良費…………………………3億808万円

河川改良事業…………………… 1億6,203万4千円

街路整備事業…………………… 5億7,612万4千円

消 防 費 12億4,388万8千円

広域施設組合負担金…………… 3億3,391万3千円

消防団支援事業……………………… 7,507万8千円

地震対策事業…………………… 2億2,325万4千円

無線施設整備事業……………… 4億2,763万3千円

教 育 費 25億4,061万2千円

教育指導支援事業…………………… 1,782万3千円

振興公社運営事業……………… 3億4,547万5千円

公民館施設建設事業…………… 3億5,231万5千円

デジタル化を図る基本設計を組む

　平成23年７月24日

をもって全国一斉に

地上放送のアナログ

放送が終了する予定

です。これを受け市

では、ケーブルテレ

ビの自主放送等のデ

ジタル化（御前崎・白羽地区の宅内機器は整備済み）

を図る必要があるため、本年度には基本設計を行い

ます。

地域包括支援センターを設置

　高齢者が地域で生

活を継続するため、

介護保険制度に地域

支援事業が新たに位

置付けられ、地域介

護の中核点として、

市役所健康長寿課

（原子力広報研修センター１階へ移転）内へ「地域

包括支援センター」を設置し、高齢者やその家族を

総合的に支援することになります。

尊い命を救うためＡＥＤを設置

　ＡＥＤ（自動体外

式除細動器）は、疾

病者の心臓に電気

ショックを与え、細

動を止める装置です。

この装置は、医療従

事者でなくても音声

ガイダンスにより救命処置ができます。

　市では、ＡＥＤを公共施設や学校などに５台設置

し、今後取扱い講習会を開催していきます。

新野地区の篠ヶ谷に自然公園を建設

　国営土地改良事業

として本年度より工

事着手する「大井川

農業用水篠ヶ谷調整

池工事」に関連し、

池の周囲及び下流域

を対象に、自然生態

系の観察や歴史の勉強など、幼児教育・学校教育・

社会教育の体験学習ができる憩いの場として、自然

公園を整備する予定です。

市民の安全・安心を守る

　青少年健全育成と

市民防犯事業につい

て、昨年度市民の皆

さんのご協力をいた

だき、「サポート隊」

を発足することがで

きました。本年度は、

更に市民の防犯意識の高揚と犯罪のないまちづくり

を推進するため、警察官ＯＢ２名を配属し、園児・

児童などへ、よりきめ細かい安全指導を行います。

防災設備の充実を図る

　東海地震など大規

模災害に備え、100㌧

級の飲料水兼用耐震

性貯水槽３基や津波

対策として避難誘導

標識を設置します。

また、市民の皆さん

へ正確で統一された情報を迅速に提供することを目

的に、同報無線及び地域防災無線のデジタル化の整

備を計画的に進めます。

区 分 平成18年度 構 成 比

人 件 費 2,672,060 14.4%

扶 助 費 1,069,393 5.7%

公 債 費 571,777 3.1%

小 計 4,313,230 23.2%

物 件 費 3,056,930 16.5%

維 持 補 修 費 116,935 0.6%

補 助 費 等 3,876,826 20.8%

計 11,363,921 61.1%

積 立 金 1,821,729 9.8%

出 資 金・貸 付 金 482,425 2.6%

繰 出 金 1,805,215 9.7%

普通建設事業費 3,076,600 16.5%

補助事業費 875,000 4.7%

単独事業費 2,201,600 11.8%

災 害 復 旧 費 110 0.0%

計 3,076,710 16.5%

予 備 費 50,000 0.3%

歳 出 合 計 18,600,000 100.0%

性質別歳出（一般会計予算） （単位:千円）

会 計 区 分 当 初 予 算

一 般 会 計 186億0,000万円

国 民 健 康 保 険 29億3,544万円

老 人 保 険 28億0,651万1千円

介 護 保 険 19億2,879万2千円

農業集落排水事業 6億1,900万円

下 水 道 事 業 7億1,200万円

工業団地建設事業 9,200万1千円

各 財 産 区 1億0,566万1千円

企業
会計

病 院 事 業 43億3,713万円

水 道 事 業 15億8,468万7千円

総 額 337億2,122万2千円

平成18年度会計別予算

健康長寿課移転のお知らせ健康長寿課移転のお知らせ
　これまで総合保健福祉センター内に

ありました健康長寿課が、県原子力広

報研修センター（市役所西隣）の１階へ

４月から移転しました。電話番号も次

のとおり変わりました。

健 康 長 寿 課　05371171
地域包括支援センター　05371167
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